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理事会報告  

9月26日（金）  

目 前回に引き続き委員会メンバーの検討を行い、アン   

ケート未回答の9社を除き編成を決定した。  

目 前回に引き続きAAP（米国出版協会）とのディスカッ   

ションにつき討議をした。AAP側の質問事項について   

は継続審議とし、ハーバー 社の代表団への追加、及び   

70レンティス・ホール社の藤山氏のディスカッション   

ヘの参加を諒承する。なおディスカッションは、11月  

19日（水）午後3時より竹橋会館において行うこととな   

った。  

E）通関委員会報告  

第79回通関協議会幹事会が、9月24日（水）東京外郵   

出張所において開催された。今回より、関係各業界よ   

り交代で教養講話を行うこととなり、第一回目として   

洋書輸入協会より紀伊国屋書店の相良廣明氏が、「洋書   

輸入業務の実態」と題して約40分間にわたり講演を行   
－  

った。  

10月13日（月）  

H 9月分収支計算・予算対比表の検討、承認。  

仁）委員会メンバーに未回答の9社につき、事務局より   

電話照会を行った結果、今回はこの9社を加えず前回   

理事会編成の通りとし、新メンバーによる活動は10月   

より実施ということに決定した。  

E）AAPとのディスカッションにつき継続審議。会議に   

必要なデータをAAP側に求めることとした。  

（画10月5日付日経紙掲載、「12月1日より施行される予   

定の外国為替・外国貿易管理法改正（昨年12月改正）に   

伴う外国為替管理令や、輸出・輸入貿易管理令などの   

7つの政令の改正案を固めた」との記事につき報告。  

匝）ダイレクトリー委員会より。   

1981年度ダイレクトリー広告料値上げの報告及び広   

告勧誘の要請があった。  

子羊書交換委員会だより  

第12回洋書まつり   

10月18・19日の両日、恒例の第12回洋書まつりが神田  

の東京古書会館で開催されました。台風にたたられた昨  

年とはうってかわって好天に恵まれ、初日から快調なべー  

スでお客様が入りました。   

今回19社が出品、総数3万点に及び売上げも4，800点を  

超え、333万円と洋書まつり始まって以来の売上げ記録を  

つくー）ました。従来は欧米の書籍ばかりが目につきまし  

たが、今回A・A諸国の書籍も陳列され、内容もー段と  

・；‾－  
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想をまとめてみたい。   

まず昨年に続き、自社展示台を設営してみて感じたこ  

とであるが、ここでは、連日商談の約束時間が、30分刻  

みで行われるため、まずこのスケジュールに六日間もち  

こたえる体力が必要だ。商談の申込みは、事前になるべ  

く取捨選択が重要ではあるが、平素のダイレクトメール  

やコレポンよりは、たとえ20分間でも相互に話し合えれ  

ば格段に意志の疎通と、今後の実のある取引の糸口がつ  

くれる。近年、欧州の出版社より、日本の業者に対する  

商談の申込は急増しており、断りきれぬ熱心な申し出が  

多い。他方、約束を事前の連絡なく反故にすると、特に  

出版人は、クレームに感情を表出するので要注意。なる  

べくゆとりのある面談時間割の立案と、事前の調査、予  

備交渉が第一だ。正味20分（他の10分は、ブース間の往＼  

復歩行時間にかかるので、馬鹿にならない。）で、まず話  

の核心に入り具体的計画を提案し、合意し約束する決断  

力と権限が第二に要求されよう。第三に、ここでは、世  

充実しました。   

来年はもっと充実した内容でお客様を迎えたいもので  

す。今回参加された会長、来年もお願いします。また参  

加されなかった会長、来年は参加して下さるようお願い  

します。   

みな様ありがとうございました。来年もよろしく。  

ー、一ノ  

界のあらゆる出版社が参加しているため、普段の取引関  

係の漫然たる表敬訪問をしていては、全日程をせいぜい  

主要ニヵ国位で終ってしまう。従って商談は、思いきっ  

て毎年対象を絞るのが成果を生む秘訣だが、体験ではど  

うしても西欧、特に英国・オランダ・ドイツ・フランス  

といったところが殆んど全体のスケジュールをうめてし  

まう。出来れば全体のバランスを考え、一般書籍の5号  

館、科学技術書の5A号館等の持場でも、「その他の国」  

といっては失礼だが、未だ日本にあまり紹介されていな  

い国及び言語の出版物を前向きに検討する開発の余裕も  

必要であろう。又出来れば会期中少〈も二回は、6号館  

の児童、芸術書、8号館のドイツ語出版社の大ホールに「へ  

も顔を出し、見聞を広めることも必要ではないか。我々  

は大体カタログ・予告・広告等の情報だけで、学術書を日  

本に紹介しているわけだが、現物を必ず見ておくことは、  

業界人としての一つの見識を固めるばかりでなく、特別  

な販売企画立案の上でも大いに参考となろう。実行は難  

しいが、今後是非試みたい。   

第西に、とにか〈ここでは、一日平均10件以上の商談  

を行うわけであるから、その整理とフォローアップが重  

要で、これが生半可に終ると海外出版人の信用を失う。  

約束事項と・返信は必ず果すことである。大量のカタログ、  

情報を預り、刻明にメモをとるのは相当なハードワーク  

であるが、まずこれが最大の成果を生む「種」である。  

ポイントは、あらゆる商談についてその直後のうちにま  

フランクフルト国際書籍展所感  

紀伊国屋書店  渡辺和彦  

第32回フランクフルト国際書籍展は、10月8日より13  

日まで、6日間フランクフルトのメッセ・ゲレンデにて  

開催された。筆者の参加は今年でまだ三回目で、日本の  

出版・流通業界関係でも多い方ではないが、昨年より初  

めてブースを設営してみて改めて、この展示会の底知れ  

ぬ懐の深さを痛感した。商談とパーティ、情報収集、出  

版動向の見聞など、こと輸入・流通業者にとっては、ま  

だまだ尽きぬ魅力のある展示会といえよう。   

一般には、今年のフェアは、欧米出版人の参加、人員  

削減やら、展示ブースの縮小、トピックとなる世界的ベ  

ストセラーの枯渇、世界的不況とインフレ下での各社出  

版企画の抑制・消極化など取沙汰された。いわば、往年  

のフランクフルト偏重是正の動きが顕在化している。こ  

のフェアは、参加する業者■スタッフの専門職種と狙い  

所により、その成果うんぬんも評価の基準が分れるであ  

ろうから、全般的な印象批評は殆んど意味がない。ここ  

では、あらゆる業種に共通して、常に事前の予備交渉、  

ホームマーケットの顕在的、潜在的需要の分析と把握、  

創造的な洞察力と出版企画力のある者が、常に、次の一  

年間を有利にリードできるはずである。我々は、洋書輸  

入業者として参加したので、その観点に立って見聞、感  
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ここでは腹蔵なく話ができる。   

さて今年は、昨年を161社も上まわる5，216社、92ヵ国  

が参加し形の上では史上最大規模の国際書籍展にはなっ  

た。広大な施設を使い、機能的には、西独ならではの極  

めて合理的、計画的な運営がなされてはいるが、しかし  

ホテル代の高騰（ビジネスホテルで、160マルク以上）、会  

場内のレストランの混雑、帰りの交通ラッシュには誰も  

がへきえきしている。フランクフルト・ブック・フェア  

もかっては「出版界要人は、誰もがそこに集まるので、  

誰もが赴く。」といった世界の出版社の年間最大の商機と  

目されていたが、今年あたりは、ロンドン書籍展、そし  

て米国書店総合に版権取引の場も少々移っているようだ。  

他方日本の大手出版社のある幹部は、「今迄と違って、今  

年あたりは、こちらで売りに出向かずとも、欧米より版  

権を買い求めにくるケースが急増している。」と鼻息が荒  

らい。各社、各業種・各人それなりの収穫、観測もあろ  

うが、やはり当面の利害関係を忘れ、改ためて広〈出版  

物を手にとって眺め、新刊のみならず既刊も含め、出版  

社自体の伝統と個性を十分日本に紹介することあたりが  

我々にとって堅実な目標といえそうだ。  

とめておくことだ。   

合衆国・英国・オランダを始め近年西欧の出版社の日  

本市場攻勢はますます熱心である。各社相当にタフなスタ  

ッ7を揃えて毎年日本に出張、輸入業者をくまな〈訪問  

するような大手は別として、フランクフルトでは、中堅  

又は新興の、かなり質の高い学術出版社を見出し、新し  

〈日本への紹介の労をとることも重要ではないか。   

一方、西欧の大手の学術出版社といえども、日本の市  

場や、大学における予算、購入の諸慣例、条件などにつ  

いては、意外に無知であり、日本への輸出高増大の要因  

も、学術水準の高さ、学術市場の大きさ、そして購入資  

金の潤沢さなど、安易に観測している気配はないか。皮  

相で甘い日本市場「戦略」が、ユーザー直販やら、日本  

上陸やら、前途の障壁を知らぬ一部欧米の出版・取次業  

者の思惑を喚起しているようだが、我々ももう少し輸入  

業界全体の相互の利益と、これまで青くんできた市場を  

もう少し積極的に防禦できるよう、少しは協同歩調をと  

るべきであろう。フランクフルトは依然フェアである故、  

ネガティヴな話題は禁物だが、しかし日本の事情通の、  

良識ある出版要人を増やしてい〈ことは重要であり、又  

しノ  

外国出版社の紹介 No．74  

ABLEX Publishing Corporation．Norwood，NewJersey，tJ．S．A．   

米国の大手出版社Harcourt Braceの役員であり  

有力な学術出版社Academic Pressの設立者であり、  

自分の名前をそのまま社名としたバックナンバーの  

Walter．J．Johnsnn，Inc．の社長でもあるWalterJ．John－  

son氏が数年前に発足させた純粋の学術出版社である。  

氏の考えが色濃く出ている出版社と言えよう。出版物  

の内容は、コミュニケーション、教育、言語学、社会  

学、心理学、生化学と分ける事は出来るが、全般的に  

言える事は、横断的に出版物全体をつらぬいて、社会・  

行動科学の考え方が存在しているという事であろう。  

つまり、ほとんどの本が、社会・行動科学という大カ  

ツコでくくれる内容で、編集方針がうかがわれる所で  

ある。雑誌もすでに7点出ている。仝出版点数は、ま  

だ百点足らずのものであるが二高度な学術内容は日本  

でもすでにかなりの注目を集めている。出版の予告が  

出るやたちまち数百冊の予約注文を日本で集めたタイ  

トルも現にある。今後大き〈伸びそうな出版社である。   

さてAblexという社名であるが、何か意味があるの  

であろうか。WalterJohnson氏によると、意味は全  

くないそうである。かつてJohnson氏が設立した  

AcademicpressはAから始まる社名なので、電話帳  

や出版社のリストなどで、たいてい最初の方に記載され  

て、甚だ具合がよい。そこで、それよりも前に書いて  

もらえるAlphabetの組合せで、しかも口調のよい発  

音の社名という事で考え出したのがAblexという社名  

との事である。たしかにこれなら、電話帳も、出版社  

名簿も、Academicよりも前になる。  

（SSD．S．N）  

′、、、  
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Book Reriew No．71  

ふみくら  日本の文庫案内  

朝日新聞学芸部編1979．6．1初版第1刷  

出版ニュース社発行 ￥800  

読  

一  

収  

は  

読  

以上で168ページ。この次に107ページにわたって「主  

市  

カ  

そ  

ま  

で  

の記述77を加えて248であるのに、「全国特殊コレク  

皆  

と  

も  

は  

石崎（政一郎）、ケーベル（RaphaelvonKoeber）、児島   

外  

軍  

ら  

大  

れ  

こ  

は  

るので、この部門を加えて厚くしたとも考えられるの   

レ  

の  こういう欠点にもかかわらず、固有名詞索引と特殊   

貿  

善  

紹  

（M．Ⅰ．）  

1977年5月2日から77回にわたって毎週朝日新聞  

書欄（東京本社管内）に連載された「ふみくら」を  

冊にまとめ、あわせて特殊コレクション171の一覧を  

録したのが本書である。「ふみくら」連載中は次週に  

どの図書館がとりあげられるかと楽しみにしていた  

者も多い。   

この本の特徴であり、長所であるのは、北海道（  

立函館図書館）から沖縄（那覇市史編集室）までの1  

所1カ所を訪問した上で善かれていることである。  

れだからこそ、それぞれの図書館、コレクションに  

つわる記事が読者に実感をもってうけとめられるの  

ある。例えば、「皆川コレクション」という項目では、  

50年にわたって全く独力で新聞の号外を集めている  

川重男さんの哀歓がったわってくる。「学生時代なら  

もかく、年をとってからも、こんな紙くずみたいな  

のを集めて何になるのか、南京虫の巣になるだけで  

ないかとやめようと思ったことは何度もある」という  

皆川さんが、日本さいしょの号外といわれている中  

新聞が発行した慶応4年5月16日付けの彰義隊と官  

との攻防戦を伝えるものを発見したときの喜びが語  

れていると同時に、50年間にわたって集めた日本最  

のコレクションである号外の山を前に少し途方にく  

ている皆川さんについても記されている。こういう  

とは、いわゆるビブリオグラフィーの記載事項から  

伝わってこないことである。   

こういうふうにして見聞してた77カ所の図書館、コ  

クションについて紹介されている。われわれに関係  

深いところでは、東京リンカーン・センター（新日  

ビル7階、館長望月政治氏）、丸善・本の図書館（丸  

本社ビル7階、館長八木佐吉氏）があげられよう。  

介された図書館、コレクションが東京中心になってい  

J  

一、、－   
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Mr．Dreschef  

SpringerVerlag，Berlin   

J／  MtJ．C．Baltzer  

J．C．Batlzer Sales Office forInternational  

ScientificPublishers，Base1  

9月中旬 Mf．KurtLingenbrink  

G．LingenbrinkGmbH＆Co・，Hamburg  

9月下旬 Mr．FredKobrak  

Casseu＆CompanyLtd．，London   

／／   Mr．W．W．Hughes  

ADISPress，Sydney   

ll  Mr．G．Edwards  

RegionalManager，Collier－Macmillan，N・Y■  

10月上旬 Mr．M．Brown  

RegionalManager，J・Wiley・N・Y・  

海外ニュース  

「アメリカの出版統計」  

アメリカの1979年の書籍出版統計の最終結果が発表さ  

れた。この統計は、ボウカー社の「ウイークリールコー  

ド」のデータに基くもので、政府刊行物や学位論文は除  

外されており、教科書やペーノ阜－・バックは完全にはカバー  

されていない。  

1979年の書籍総出版点数は45，182点で、これは前年の  

41，218点と比較して9．6％の増加であった。   

ハードカバー本の一冊当りの平均単価は23．96ドルで、  

前年より14％値上りしている。特殊な高額本の影響を排  

除するため80ドル以下のもののみ集計すれば、平均単価  

は19．63ドルで、8．9％の上昇である。1ドル以上50ドル  

未満のものの平均は18．02ドルで、前年の16．21ドルと比  

較して11．2％上昇したことになる。   

ウイークリー・レコードに収録された本の80％は新刊  

書で、残りの約20％が重版、改訂版、復刻版などである。  

またハードカバーは全体の約73％を占めている。   

とくに注目されるのは下記の点である。  

●ハードカバーの′ト説の出版点数が約10％減少した。平  

均単価は約12ドルで、6．4％の上昇である。  

●分野別の出版点数を見れば、工学（36％増）、医学（26  

％増）、ビジネスおよび科学（各10％増）などの著しい伸  

びが目立つ。  

●分野の中で最も大きい比重を占めるのは社会学・経済  

学の分野で、全体の17％を占めているが、出版点数の伸  

、 一  

通関統計   

外国貿易概況（大蔵省関税局編、日本関税協会発行）  

1980年6月   

書籍、新聞、雑誌の輸入額。  

（単位100万円 ＄1，000）   

昭和55年6月 ￥2，飢9 1月以降累計 ￥20，950  

／J  ＄12，730  ／／  ＄87，287   

昭和55年7月 ￥2，285  J／  ￥23，235  

／／  ＄10，485  ／／  ＄97，772  

（注）この統計は、CIF価格で10万円以下の少額貨物は  

含まない。  

（ びも19％増であった0  

●翻訳書は前年に引き続いて落ち込み、1977年の水準に  

戻った。逆に輸入書は41％増という大幅な伸びを示した。  

●大衆市場向ペーパーバックの価格は9．5％上昇、その  

他のペーパーバックは14％の値上りであった。  

（Publishers Weekly，9月26El号より）  

－紀伊国屋書店提供－  

新入会員のお知らせ   

今回下記のかたが会長として入会されましたので、お  

手許の会員名簿にご記入願います。   

賛助会長  

㈱リージュンツ出版社  

取締役社長 小野照男  

〒112 文京区後楽2－2－15 早川ビル  

℡「816－4373  

来 日 外人名簿  

9月初旬 Mr．A．Swetz，Director  

Mr．Ha∫ryHuizenga  

Swetz＆Zeitlinger，Amsterdam   

II  Mr．GuntherHoltz  
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CHAMBERS  
TWENTIETH  
CENTURy  
ulCT10NARY  

チェンバーズ   
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